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ゆめに向かって たくましく かしこく生きる ゆたかっ子

平和集会〔６月１６日（金）〕、ゆたか小学校平和祈念資料館

低・中・高学年に分かれ、それぞれ講師の方をお呼びして平和集会を開きました。また、６月の一ヶ月
間、教師と６年生児童が中心になって「ゆたか小平和祈念資料館」を開設しました。

６月23日は慰霊の日、本校では６月を平和について考える月間、そして読書月間と位置づけています。
その取り組みを紹介します。

図書委員による読み聞かせ〔６月１３日（火）〕

読書月間の一環として、図書委員の６年生が、１・２年生に対して読み聞かせを行いました。
１・２年生は、お兄さんお姉さんの読み聞かせを目を輝かせながら聞いていました。

みんなに知ってほしい。慰霊の日のこと。

６月23日は、慰霊の日。
沖縄だけがお休みの日です。そんな慰霊の日がなくなりそうになったことがありました。

慰霊の日は、1961年、犠牲者へ哀悼の意を表し世界恒久の平和を祈念することを趣旨として、当時の琉球
政府によって定められました。（当初は６月22日で、1965年より23日）
1988年、国による地方自治法が一部改正され、地方公共団体の休日も国に合わせるよう義務づけられたこ
とから、1989年６月の県議会で、「慰霊の日」休日廃止を盛りこんだ条例案が提出されました。
これを受けて、県内では「平和を願う日として県民自らの手で設けた大事な日が削除されようとしてい

る」と強い反発が起こりました。県民の抗議運動は大きく広がり、この条例案は３度も継続審議となり、最
終的には1990年の県議会で廃案となりました。
翌1991年、地方自治法改正により「慰霊の日」は地方自治法の上からも認められるものになりました。
沖縄県民が、沖縄県民の平和を願う心が、国をも変えた出来事でした。

６月23日は慰霊の日。沖縄にとって特別な日。「平和」について考える日にしたい。



昨年度までのコロナ禍では、調理実習を行うのに様々
な制限がありました。制限が解除された今年からは、衛生面や安全面
に気をつけつつ適切に実施していきます。
写真は５年生です。初の調理実習に楽しそうに取り組んでいました。

調理実習

学校ホームページまたはこちらよりどうぞ→

カラー版を学校ｗｅｂサイトに掲載しています。（個人情報保護のため、一部加工しています。）

学校ホームページまたはこちらよりどうぞ→

トイレのスリッパカラフル化

６月は、１名と３チームが校長室に報告に来てくれました。（敬称略）
豊見城団地クラブ・・・豊見城市スポーツ少年団小学生バレーボル大会Ｂブロック 〔３位〕
上田山川クラブ・・・・豊見城市スポーツ少年団小学生バレーボル大会Ｂブロック 〔優勝〕
豊見城団地クラブ・・・豊見城市スポーツ少年団小学生バレーボル大会Ａブロック 〔３位〕
城□□□ ・・・・・・実用英語技能検定（英検）４級 〔合格〕

ゆたか小学校児童 活躍報告！！

じどうのみなさん。しょうじょうをもらうなどのかつやくをしたら、こうちょうしつにきて、おしえてね。

お詫びと訂正
先月発行した「学校だより６月号」裏面の、読み聞かせの紹介の項目で、「読み聞かせの会あかばなーの皆
さんによる読み聞かせを行っている」と記載しましたが、正しくは「ＰＴＡ図書部の皆さんが連絡役となり、
図書部とあかばなーのみなさんが行っている」でした。訂正してお詫びいたします。失礼いたしました。

これまで本校トイレのスリッ
パの色は、男子は水色、女子は
桃色でした。６月７日（水）ト
イレのスリッパを男女ともそれ
ぞれ６色にしました。
ジェンダーフリーの考え方に

繋がる取り組みを、できるとこ
ろから少しずつ取り入れていき
たいと考えています。

就学前施設(園)との連携

６月22日（木）保育園・幼稚
園・こども園、市保育こども園課
の皆さんが来校し授業参観をしま
した。その後、小学校に入学した
子ども達が、学校に早くなれるた
めにはどうすればいいか話し合い
を行いました。今後も児童の健全
育成に向けて関係機関と連携して
取り組みます。

避難訓練（不審者対応）

避難訓練は、命を守るために
大事なものだと考えており、本
年度は、昨年度の年間２回から
年間３回に増やし、約４ヶ月に
一回のペースで訓練を行う予定
としています。
６月29日（木）第1回目の避難

訓練（不審者対応）を行いまし
た。不審者が入ってきたときの
職員の対応や児童の動きなどに
ついて、確認しました。
※今後の避難訓練（予定）

10月27日（金）地震・津波
２月２日（金）火災


